自己血糖測定（SMBG）におけるバイオセンサーを用いた簡易血糖測定器と試験紙法との比較 by 六本木 千尋 et al.
一　183　一
二医大誌　51（2）：183～185，1993
自己血糖測定（SMBG）におけるバイオセンサーを
　　用いた簡易血糖測定器と試験紙法との比較
Comparison　of　New　Type　Glucose　Meter　using　Biosencer　with　Glucose
　　　　　Reflectance　Meter　for　Self－monitoring　Blood　Glucose
六本木千尋
藤邑雅子
　　東京医科大学内科学第三講座
稲村恒明　　小川恵美子
金沢真雄　能登谷洋子
西村晴美
伊藤久雄
1．はじめに
　簡易血糖測定器による糖尿病患者の自己血糖測定
（以下SMBG）は，良好な血糖コントロールをめざ
す上で有効な手段として普及している．しかし現在
広く用いられている試験紙による簡易血糖測定（以
下試験紙法）では，塗布する血液の量，試験紙への
血液の乗せ方，ふきとり方，及びこれらの過程を一
定の時間で行なわなければならないなど，正確に血
糖を測定するためには，手技に習熟する事が必要で
ある1）．
　最近開発された固定化酵素電極法（以下電極法）
による簡易血糖測定器は，必要血液量も5μ1と少な
く，電極チップ（グルテストセンサー）を装置に導
入し，チップ先端に血液を接触させ，60秒後に測定
値が表示されるため血液のふきとりもなく，取り扱
いが容易になっていると報告2）3）されている．しかし
これらの報告は，医療従事者が行ったものである．
　今回我々は，はじめてSMBGを行う糖尿病患者，
及び日頃SMBGを行っている糖尿病患者に，電極
法と従来の試験紙丁子簡易血糖測定器を使用しても
らい，両者の測定法について信頼性，操作性を比較
検討したので報告する．
II．対象と方法
　対象は，本院内科入院中及び外来に通院している
年齢23～70歳（平均42±16歳）の糖尿病患者11例
（男3例，女8例）である．以前よりSMBGを行っ
ているもの（以下熟練者）5例，今回初めてSMBG
を開始したもの（以下初心者）6例であった．
SMBGに使用した機種は，試験紙法としては，グル
コスター（マイルス・三共社製），グルコスキャン
（栄研社製），トーエコー（小玉社製）を用いた．血
糖は穿刺器具にて指先より得た毛細血管全血を試験：
紙法，電極法により測定すると共に，肘静脈より同
時採血し，血漿に分離したものを，autoanalyzer法
にても測定した．
III．結 果
　入院中の糖尿病患者8例（熟練者3例，初心者6
例）に日内血糖変動測定を施行時，血糖を電極法，
試験紙法，autoanalyzer法の三機種で同時に測定し
た．図1に示したように，グルテストEを用いて測
定した毛細血管全血の血糖値と静脈血漿を
autoanalyzerで測定した血糖値との間はr＝0．89
（p＜0．01）と有意の正の相関を示した．これらの症
例を血糖値（autoanalyzer法）で，100　mg／dl未満，
（1992年11月26日受付，1992年12月24日受理）
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図1電極法（グルテストE）及びautoanalyzerに
　　より測定した血糖値の相関
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図2　試験紙法（グルコスター）及びautoanalyzer
　　により測定した血糖値の相関
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図3　試験紙法熟練者が三機種（グル
　　テストE，グルコスキャン，トーエ
　　コーautoanalyzer）を用いて測
　　定した血糖値
100～200mg／dl未満，200　mg／dl以上の三群に分
け，グルテストEとautoanalyzer法で測定した血
糖値の相関を比較すると，100mg／dl未満r＝0．82
（n＝7，p＜0．01），100～200　mg／dl未満r＝0．75（n＝
17，p＜0．01），200　mg／dl以上r＝0．70（n＝9，　p＜
0．01）と血糖の値で相関係数に大きな差を認めなか
った．図2に示したように，グルコスターを用いて
測定した毛細血管全血の血糖値と静脈血漿の
autoanalyzerによる血糖値との間には，　r＝0．77
（p＜0．01）と有意の正の相関を示した．これら症例
を，血糖値により前記の如く分けて，グルコスター
とautoanalyzerで測定した血糖の相関係数を比較
すると，100mg／dl未満r＝0．74（n＝7，　p＜0．01），
100～200mg／dl未満r＝0．68（n＝17，　p＜0．01），
200mg／d1以上r＝0．29（n・＝9，　p＜0．01）であり，
血糖値が200mg／dl以上の群では，他の二群に比
し，グルコスターとautoanalyzerで測定した血糖
値 相関は見られなかった．
　入院中のSMBGに熟練した糖尿病患者2例に，
血糖の日内変動測定を施行した際，グルテストE，
本人が以前より使用していたトーエコー，ないしは
グルコスキャン，及びautoanalyzerを用い，同時
に測定した血糖値を図3に示した．SMBG熟練者
では，2例とも三機種で測定した血糖値はよく一致
した．
　外来通院中のSMBG熟練者3例が，以前より患
者本人が使用しているグルコスキャンで血糖を測定
するとき，同時にグルテストEでも血糖を測定し，
両者の相関を検討した．図4に示したように，グル
テストEとグルコスキャンで測定した毛細血血糖
値は，r＝0．94（p〈0．01）と，有意の良い相関を示
し両者の値はほぼ1：1に近かった．
　今回グルテストEを使用した患者11例全例に，
面接法アンケート調査を行った．表1に示すように
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表1アンケートによる電極法（グルテストE）
　　と試験紙法との比較
手順が簡単　　　　　　　　　　　　　　　11例
操作時間が短い　　　　　　　　　　　　　11例
携帯に便利　　　　　　　　　　　　　　　　11例
表示が見やすい　　　　　　　　　　　　11例
電極チップが小さいので取り扱いが難しい　5例
電極チップの挿入が難しい　　　　　　　　5例
穿刺時の臨池が少ない　　　　　　　　　　5例
　　　　　　lbo　200　3do　　　（mg／d2）
　　　　　　血糖値（グルコスキャン）
図4外来通院患者がグルテストE及びグルコス
　　キャンで測定した血糖値の相関
アンケートを行った11例すべてが，手順及び携帯性
において，電極法が試験紙法より優れているという
回答を得た．また穿刺時の痛みが電極法で少ないと
いう回答を熟練者5例全例より得た．
IV．考 案
　従来報告されている様に2）3），電極法あるいは試験
紙法による毛細血管全血の血糖値とautoanalyzer
法による静脈血漿の血糖値とは，図1，図2に示すよ
うに，共に良好な相関を示した．電極法とautoanal－
yzer法では，血糖値により相関係数に変化を認める
ことはなかったが，試験紙法とautoanalyzer法で
は，血糖値が200mg／dl以上では200　mg／dl未満に
比し，相関係数は低下した．図3に示すように，入
院中SMBGに習熟した糖尿病患者では，高血糖下
でも，電極法，試験紙法，autoanalyzer法で測定し
た血糖値は三者とも良く一致し，また外来のSMBG
習熟糖尿病患者でも，試験紙法と電極法で測定した
血糖値は良い相関を示したことから，高血糖下では
試験紙法が不正確になるというよりは，今回200
mg／dl以上を示した値に，初めてSMBGを行った
糖尿病患者の割合が多かったためと考えられた．一
方，電極法は，初めてSMBGを行った糖尿病患者
でも，数回の説明で習熟患者と余り変わらない測定
結果を得ること，また習熟患者では，患者が従来使
用していた試験紙法と1：1に近い値を得，しかも
autoanalyzer法とも相関する事は，電極法が試験紙
法をうまく利用できなかった患者を含め，糖尿病患
者に広く使用できる可能性を持つと思われた．アン
ケートに見るように操作が簡便で，携帯に便利であ
る，穿刺したときの痛みが少ないなど，患者自身の
使用感想も良好であるが，視力低下者では電極チッ
プが小さく扱いづらいという意見もあり，今後の改
善が望まれた．
V．　ま　と　め
　グルテストEは，精度も高く，操作も簡単である
ことから，指導がしゃすく，簡易血糖測定器として
有用と考えられた．
文 献
1）：鶴岡　明，池田義雄：血糖自己測定の有用性と問題
　点．糖尿病カレントレビュー1989（坂本信夫，兼子
　俊男監修），医歯薬出版（株），1989，281～300
2）：児玉公二他：バイオセンサー（固定化酵素電極法）
　を用いた簡易血糖測定器（グルコカード）の評価．新
　薬と臨床40（5）：245～251，1991
3）：蔵田英明，三浦佳代，池田義雄：バイオセンサーを
　用いた新型簡易血糖測定装置（グルコカード）の基礎
　的検討．臨床検：査機器・試薬14（3）：409～413，1991
（別刷請求先：〒160新宿区西新宿6－7－1
東京医科大学病院内科学第3講座六本木千尋
（3）
